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今月の村長室から

小学6年生が演じる「浮世柄比翼稲妻」の一場面。（関連記事：7ページ）

○
高
齢
者
訪
問
　
毎
年
米
寿
の
方
と
百
歳
以

上
の
方
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
米
寿

の
方
が
二
十
八
名
、
百
歳
以
上
の
方
が
四
名

み
え
ま
す
。
九
月
二
十
七
日
に
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
お
元
気
で
、
仕

事
中
の
方
も
あ
り
ま
し
た
。
お
元
気
な
方
が
多
い
事
は
大
変
あ

り
が
た
い
事
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
東
白

川
村
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
八
日
に
行
な
わ
れ
た
老
人

祭
り
で
元
気
な
皆
さ
ん
と
出
会
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

○
行
事
が
た
く
さ
ん
　
六
日
の
夜
に
交
通
法
令
講
習
会
を
行
な

い
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を
考
え
て
い
た
だ
く

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
ぎ
ふ
清
流
国
体
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
本
村
で
も
九
月
三
十
日
に
デ
モ
ス
ポ
行
事
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
開
催
さ
れ
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
保
育
園
、

小
学
校
の
運
動
会
も
実
施
さ
れ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

○
旧
風
花
屋
の
利
用
を
交
渉
中
　
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
旧
風

花
屋
の
建
物
を
村
が
購
入
し
、
先
日
食
品
と
衣
料
の
有
限
会
社

マ
ツ
オ
カ
と
貸
借
の
交
渉
を
始
め
ま
し
た
。
村
民
の
利
便
性
と

村
の
活
性
化
を
目
標
に
話
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
年
内
に
開

店
の
運
び
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
交
渉
の
進
み
具

合
は
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を
　
今
年
も
一
日
か
ら
「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
募
金
は
、
金
額
の
約
三
〇
％
が
岐
阜
県
内
の
高
齢
者
や
恵
ま

れ
な
い
方
た
ち
の
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
団
体
に
配
分
さ
れ
、

残
り
の
七
○
％
は
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
り
村
内

の
身
体
障
害
者
団
体
・
母
子
寡
婦
福
祉
会
な
ど
の
活
動
の
支
援

や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
費
な
ど
に
充
て
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
月
の
役
場
か
ら
の
配
布
物
と
一
緒
に
自

治
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
戸
別
の
募
金
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
窓
口
募
金
と
し
て
、
役
場
・
農

協
・
診
療
所
・
道
の
駅
・
野
菜
村
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
共
同
募
金
の
趣
旨

に
賛
同
頂
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



　
九
月
の
議
会
定
例
会
で
平
成
二
十
三
年

度
の
決
算
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
出
総
額

は
、
三
十
三
億
一
千
八
百
六
十
一
万
七
千

円
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
内
訳
や
使
い
道

と
併
せ
て
二
十
三
年
度
の
財
政
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■

一

般

会

計

■

　
二
十
二
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
で

は
二
億
五
百
七
万
四
千
円
、
歳
出
で
は

一
億
一
千
四
百
二
十
六
万
八
千
円
と
そ
れ

ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
差
引
残
高

の
六
億
六
千
六
百
五
十
三
万
二
千
円
を

二
十
四
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

○
歳
入
…
財
源
の
内
訳
は
、
自
主
財
源
が

三
一
％
、
依
存
財
源
が
六
九
％
と
な
り
、

自
主
財
源
が
占
め
る
割
合
が
昨
年
度
よ
り

四
％
ほ
ど
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
で
は
、
主
体
で
あ
る
村
税
が

た
ば
こ
税
以
外
の
税
目
で
前
年
度
よ
り
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
分
担
金
・
負
担
金
は
、
主
に
引
き
下
げ

を
行
な
っ
た
保
育
料
の
減
額
分
が
あ
る
も

の
の
、
耐
震
化
工
事
負
担
金
や
土
地
改
良

施
設
修
繕
負
担
金
な
ど
の
臨
時
的
な
収
入

が
あ
っ
た
た
め
、
全
体
で
は
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
お
も
い
や
り
基

金
寄
付
金
や
各
種
指
定
寄
付
金
を
頂
い
た

こ
と
で
前
年
度
よ
り
八
十
万
一
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
・
繰
越
金
を
含
め
た
自
主
財

源
の
総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

一
億
七
千
百
七
十
万
七
千
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
で
は
、
主
に
新
規
に
借
り

た
過
疎
対
策
事
業
債
の
ソ
フ
ト
事
業

分
や
、
災
害
復
旧
に
係
る
起
債
と
国

庫
支
出
金
の
増
額
に
よ
り
、
全
体
で

三
千
三
百
三
十
六
万
七
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

○
歳
出
…
災
害
復
旧
費
が
、
各
種
災
害
復

旧
工
事
に
よ
り
前
年
度
の
約
三
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
国
保
診
療
所
施
設
整
備
の
た

め
の
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
や
、
前
年

度
に
引
き
続
い
て
財
政
調
整
基
金
へ
の

一
億
円
の
積
み
立
て
を
行
な
っ
た
た
め
、

歳
出
総
額
で
は
昨
年
度
と
比
べ
一
億
一
千

総務費
22.6%

515,464 千円

民生費
16.3%

373,501 千円

衛生費
12.6%

287,597 千円

公債費
12.9%

295,407 千円

農林水産業費
8.8%

200,637 千円

▼歳出 2,285,567 千円

災害復旧費
8.6%

196,733 千円

教育費
7.0%

160,914 千円

その他
11.2%

255,314 千円

繰越金・繰入金
63.0%

576,796 千円村税
21.4%

196,245 千円

財産収入
1.2%

10,877 千円

地方交付税
66.2%

1,347,717 千円

▼歳入 2,952,099 千円
寄付金
0.3%

3,200 千円

分担金・負担金
2.5%

22,729 千円

使用料・手数料
7.5%

68,254 千円

諸収入
4.1%

37,196 千円

自主財源
31.0%

依存財源
69.0%

国庫支出金
13.3%

270,518 千円

村債
10.7%

217,000 千円

県支出金
6.3%

129,065 千円

地方譲与税・各種交付金
3.5%

72,502 千円

自主財源
915,297 千円

依存財源
2,036,802 千円

歳　入
2,952,099 千円

歳　出
2,285,567 千円

―
平
成
二
十
三
年
度
決
算
報
告
　
総
額
三
十
三
億
円
の
使
い
み
ち
―

台
風
豪
雨
災
害
復
旧
、
診
療
所
健
診
設
備
更
新
な
ど

■一般会計の決算状況■



四
百
二
十
六
万
八
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
合
計
で

一
千
七
百
三
十
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
■

　
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
、
共
同
事
業

交
付
金
、
療
養
給
付
費
交
付
金
が
増
額
し

た
も
の
の
、
被
保
険
者
数
減
少
に
よ
る
保

険
税
の
減
額
や
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、

県
支
出
金
の
減
額
に
よ
り
、
全
体
で
は
前

年
度
よ
り
三
千
五
百
四
十
五
万
七
千
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
六
五
・
〇
％
を
占
め
る
保

険
給
付
費
の
ほ
か
、後
期
高
齢
者
支
援
金
、

共
同
事
業
拠
出
金
な
ど
の
減
額
で
、
全
体

で
は
前
年
度
よ
り
九
百
五
十
三
万
六
千
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

介

護

保

険

特

別

会

計

■

　
平
成
二
十
三
年
度
の
要
介
護
、
要
支

援
認
定
者
数
は
前
年
度
よ
り
五
人
増
の

百
四
十
四
人
で
す
。

　
歳
入
で
は
大
き
な
変
動
は
な
く
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
九
割
近
く
を
占
め
る
保
険

給
付
費
が
居
宅
介
護
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
な
ど
の
増
加
、
そ
の
ほ
か
総
務

費
、
地
域
支
援
事
業
費
も
増
加
し
全
体
で

は
前
年
度
よ
り
三
百
九
十
九
万
三
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
三
年
間

の
第
五
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成

し
、
保
険
料
基
準
額
を
月
額
三
千
円
に
据

え
置
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
内
で
最
も
低

く
、
全
国
で
も
七
番
目
に
低
い
額
に
な
り

ま
す
。

■

簡

易

水

道

特

別

会

計

■

　
本
会
計
で
は
、
利
用
者
に
安
全
で
清
浄

な
水
道
水
を
提
供
す
る
た
め
、
引
き
続
き

大
明
神
浄
水
場
前
処
理
機
の
ろ
過
砂
入
替

工
事
を
行
な
い
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
使
っ

た
水
道
検
針
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
な
い

ま
し
た
。
従
来
は
手
書
き
に
よ
る
お
知
ら

せ
で
使
用
水
量
を
お
知
ら
せ
す
る
の
み
で

し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
水
道

料
金
概
算
額
や
振
替
予
定
日
な
ど
も
併
せ

て
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
道

加
入
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
総
務
費
お
よ
び
施
設
維
持
管

理
費
が
増
加
し
た
も
の
の
、
簡
易
水
道
事

業
費
が
減
少
し
た
た
め
全
体
で
は
前
年
度

よ
り
六
百
四
万
六
千
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■

下

水

道

特

別

会

計

■

　
今
年
度
も
宮
代
、
平
西
、
平
東
、
平
中

地
区
の
小
規
模
集
合
排
水
処
理
施
設
の
維

持
管
理
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
総
務
費
お
よ
び
維
持
管
理
費

の
増
加
で
、
前
年
度
よ
り
五
十
三
万
六
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

国

保

診

療

所

特

別

会

計

■

　
本
会
計
は
病
院
会
計
か
ら
移
行
し
て
四

年
目
で
、
診
療
所
化
に
伴
い
収
支
改
善
を

目
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
看
護
師
研
修
で

は
、
引
き
続
き
二
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
療
養
病
床
か
ら
老
人
保
健
施
設

へ
転
換
し
て
か
ら
二
年
目
で
も
あ
り
、
介

護
報
酬
収
入
な
ど
の
改
善
と
施
設
の
安
定

し
た
利
用
・
運
営
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た

老
朽
化
し
た
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
装
置
に
つ
い

て
一
千
三
百
四
十
九
万
二
千
五
百
円
で
更

新
を
行
な
い
健
診
設
備
の
充
実
に
努
め
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
約
半
分
を
占
め
る

診
療
収
入
の
減
少
で
前
年
度
よ
り

一
千
百
六
十
三
万
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
設
備
更
新
に
係
る
過
疎
対
策
事
業
債

分
を
含
ん
だ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
七
千
八
百
三
十
四
万
三
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
給
与
費
の
増
加
や
、
設
備

更
新
に
よ
る
医
療
機
器
な
ど
の
整
備
事
業

費
の
大
幅
な
増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
経

営
改
善
に
向
け
努
力
し
た
結
果
、
前
年
度

特別会計 歳入 歳出

国 民 健 康 保 険 3 億 7374 万 6 千円（-8.7％） 3 億 4222 万 2 千円（-2.7%）

介 護 保 険 2 億 3916 万円（-0.4%） 2 億 2283 万 4 千円（+1.8％）

簡 易 水 道 1 億 5211 万 7 千円（-5.5%） 1 億 4541 万 4 千円（-4.0％）

下 水 道 2329 万 6 千円（-0.8％） 2115 万円（+2.6％）

国 保 診 療 所 3 億 762 万 7 千円（-3.6％） 2 億 6839 万 9 千円（-4.7％）

後期高齢者医療 3457 万 8 千円（+3.4％） 3303 万 1 千円（+1.0％）

○特別会計　歳出・歳入総額（前年度比）



（

担

当

課

ご

と

の

事

業

）

○
総
務
課
…

　
施
設
整
備
事
業
で
は
総
合
運
動
場
研
修

館
の
改
築
、
村
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
第
二
受
信
点
整
備
な
ど
の
各
種

工
事
の
ほ
か
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
高
所
作
業
車
両

の
整
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
官
民
協
働
の
村
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
本
年
度

は
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟
に
向
け

た
活
動
を
行
な
い
、
本
村
は
二
十
三
年
十

月
か
ら
連
合
に
加
盟
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
小
水
力
発
電
普
及
研
究
活
動
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
な
い
ま
し
た
。

○
村
民
課
…

　
滞
納
対
策
と
し
て
村
税
滞
納
対
策
連
絡

会
議
の
検
討
を
基
に
、
徴
収
嘱
託
員
を
引

き
続
き
設
置
し
滞
納
額
増
加
防
止
に
努
め

た
ほ
か
、
県
税
担
当
職
員
と
共
同
で
滞
納

整
理
を
行
な
う
併
任
制
度
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。

　
環
境
対
策
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
の
一
助
と
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
を
十
件
、

百
十
六
万
三
千
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
住
宅
対
策
で
は
、「
き
め
細
か
な
交
付

金
」
繰
越
事
業
で
建
築
し
て
い
た
、
木
曽

渡
の
定
住
促
進
住
宅
二
棟
が
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
水
道
事
業
で
は
ろ
過
砂
入
替
工

事
の
他
、
簡
易
水
道
事
業
認
可
設
計
書
変

更
申
請
委
託
事
業
を
実
施
し
、
利
用
者
へ

の
安
心
安
全
な
飲
料
水
の
供
給
に
努
め
ま

し
た
。

○
産
業
建
設
課
…

　
農
業
振
興
で
は
、
三
年
目
と
な
る
耕

作
放
棄
地
対
策
事
業
で
十
ア
ー
ル
当
た

り
一
万
二
千
円
の
奨
励
金
を
五
十
六
件
、

三
百
四
十
九
万
一
千
円
の
補
助
を
行
な
い

ま
し
た
。
ま
た
施
設
整
備
事
業
で
は
茶
の

里
会
館
電
気
設
備
の
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
林
業
振
興
で
は
路
網
整
備
地
域
活
性

化
事
業
を
活
用
し
大
正
洞
二
号
線
を

四
百
八
十
二
万
一
千
円
で
開
設
を
行
な
い

に
比
べ
一
千
三
百
十
五
万
九
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
■

　
こ
の
制
度
が
始
ま
り
四
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
二
十
三
年
度
末
の
受
給
者
は
前
年

度
末
か
ら
六
人
増
え
、
六
百
四
十
四
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
給
者
数
に
比
例
し
て
、
歳
入
・
歳
出

と
も
に
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
二
十
三
年
度
決
算
の
総
括
■

○
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て

　
財
政
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化
法
に

よ
る
四
つ
の
指
標
の
改
善
を
意
識
し
た
運

営
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
村
の
財
源
に
対
す
る
負
債
返
済
額
の

比
率
を
示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は

一
三
・
五
％
で
前
年
度
よ
り
一
・
六
ポ
イ
ン

ト
下
が
り
、
算
出
が
始
ま
っ
た
平
成
十
八

年
度
以
来
年
々
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
第
三
セ
ク
タ
ー
や
一
部
事
務
組

合
へ
の
債
務
負
担
を
含
む
、
村
が
将
来
負

担
す
べ
き
債
務
の
比
率
を
示
す
「
将
来
負

担
比
率
」
は
三
六
・
七
％
と
な
り
、
昨
年

よ
り
一
三
・
〇
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

　
残
る
二
つ
の
指
標
の「
実
質
赤
字
比
率
」

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
対
象
と
な

る
会
計
に
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
に
よ
り
、
本
村
の
財
政

は
健
全
で
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

　
ま
た
一
億
円
を
積
み
立
て
た
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
六
億
八
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
こ
の
基
金
に
つ
い
て
は
災

害
な
ど
の
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
と
す
る

た
め
、
標
準
財
政
規
模
の
二
分
の
一
相
当

の
八
億
円
を
新
た
な
指
針
と
し
て
計
画
的

に
積
み
立
て
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
改
善
を
目
指
し
て
今
後
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■村税負担の状況　　　　　　　　　（単位：円）

税目 総額 1 人あたり

村 民 税 72,607,518 27,133

固定資産税 111,615,260 41,710

軽自動車税 6,914,800 2,584

村たばこ税 5,107,548 1,908

計 196,245,126 73,335

村民 1 人当たりの村税負担額は

約 7万 3千円

　皆さんから納めていただいている村税

の総額は、約 1 億 9624 万５千円です。

　これを　23 年度末人口 2,676 人で割

ると左記のようになります。

　　　　　（※法人分も含んでいます）



ま
し
た
。
ま
た
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
事
業
で
は
第
二
期
五
カ
年
計
画
の

最
終
年
度
と
し
て
、
境
界
の
明
確
化
や

作
業
路
網
の
改
良
な
ど
の
事
業
に
対
し

一
千
二
百
五
十
万
円
を
森
林
組
合
ほ
か
二

団
地
へ
交
付
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
商
工
振
興
で
は
商
工
会
が
行
な
う
プ
レ

ミ
ア
ム
付
つ
ち
の
こ
商
品
券
発
行
事
業
へ

の
支
援
や
経
営
改
善
支
援
、
そ
の
ほ
か
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ル
事
業
で
は
、
二
十
一

年
度
に
営
業
支
援
活
動
を
開
始
し
て
か
ら

年
々
受
注
数
を
増
や
し
、
二
十
三
年
度

は
工
務
店
持
込
み
を
含
め
て
三
十
三
件
、

八
億
八
千
万
円
の
契
約
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
村
土
保
全
維
持
で
は
地
籍
調
査
を
上
親

田
、黒
渕
地
区
を
中
心
に
実
施
し
た
ほ
か
、

社
会
資
本
整
備
交
付
金
を
活
用
し
、
橋

り
ょ
う
修
繕
詳
細
設
計
や
村
道
路
面
修
繕

工
事
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
で
は
二
十
二
年
七
月
の
梅
雨

前
線
豪
雨
災
害
、
二
十
三
年
二
月
の
低
温

に
よ
る
凍
上
災
、
八
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨

災
害
、
九
月
の
台
風
十
五
号
豪
雨
災
害
の

復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
十
五

号
台
風
災
害
で
は
、
道
路
災
害
五
ヶ
所
、

河
川
災
害
五
ヶ
所
、
農
地
災
害
一
ヶ
所
、

農
業
施
設
災
害
五
ヶ
所
、
林
業
施
設
災
害

三
ヶ
所
の
公
共
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

○
教
育
委
員
会
…

　「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」

を
活
用
し
て
村
民
セ
ン
タ
ー
の
村
営
図
書

館
機
能
拡
張
工
事
、
へ
き
地
児
童
生
徒
援

助
費
補
助
金
を
活
用
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

三
台
の
更
新
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
…

　
せ
せ
ら
ぎ
荘
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備

に
よ
る
安
全
対
策
を
実
施
し
た
ほ
か
、
介

護
認
定
訪
問
車
両
の
更
新
、
み
ま
も
り
巡

回
車
両
の
整
備
を
行
な
い
活
動
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

　
診
療
所
運
営
で
は
老
朽
化
し
た
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
装
置
の
更
新
を
行
な
い
、
診
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
運
営
体

制
に
つ
い
て
村
民
を
代
表
す
る
委
員
の

方
々
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
た
め
事
業

改
革
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
今
後
の
運
営
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

※
地
域
活
性
化
交
付
金
の
活
用

　
地
方
活
性
化
や
住
民
生
活
対
策
な
ど
の

事
業
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
国
の
交
付

金
で
す
。
村
で
は
、
こ
の
交
付
金
を
次
の

よ
う
に
活
用
し
ま
し
た
。

○
き
め
細
か
な
交
付
金

　
地
域
の
活
性
化
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
幅

広
い
事
業
を
対
象
と
し
た
交
付
金
で
す
。

　
村
で
は
研
修
館
改
築
事
業
、
村

営
住
宅
整
備
事
業
、
村
営
住
宅
改

築
事
業
、
村
道
修
繕
事
業
を
総
額

四
千
四
百
四
十
八
万
三
千
円
の
交
付
を
受

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

○
住
民
生
活
に
光
を
注
ぐ
交
付
金

　
生
活
支
援
対
策
と
し
て
「
地
方
消
費
者

行
政
」「
Ｄ
Ｖ
対
策
・
自
殺
予
防
な
ど
の

弱
者
対
策
・
自
立
支
援
」「
知
の
地
域
づ

く
り
」
の
三
つ
の
分
野
を
対
象
と
し
た
交

付
金
で
す
。

　
村
で
は
総
額
九
百
九
十
九
万
二
千
円
の

交
付
を
受
け
、「
知
の
地
域
づ
く
り
」
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
図
書
館
の
書
架
の
更

新
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
、
図
書
の
追

加
を
実
施
し
ま
し
た
。

台風 15 号豪雨災害復旧：西洞川復旧工事
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○
巨
木
の
森
で
木
々
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
―
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
見
学
―

　
九
月
五
日
、
中
学
校
一
年
生
二
十
四
人

は
緑
化
少
年
団
の
活
動
で
中
津
川
市
加
子

母
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
文
化
財
な
ど
に
供
給
す
る
優
秀

な
材
木
の
確
保
や
研
究
の
た
め
に
管
理
さ

れ
る
国
有
林
で
、
樹
齢
三
百
年
を
超
え
る

ヒ
ノ
キ
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
は

木
曽
五
木
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ

ラ
、
ネ
ズ
コ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ

を
見
学
、
東
濃
森
林
管
理
署
の
職
員
か
ら

こ
れ
ら
の
見
分
け
方
と
材
木
と
し
て
の
特

徴
・
用
途
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
後
少
年
団
は
九
月
十
三
、
十
四
日

に
間
伐
・
枝
打
ち
体
験
を
行
な
い
、
一
年

間
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
の
成
果
は
、
来
年
一
月
二
十
三
日
の
ふ

る
さ
と
学
習
発
表
会
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

推
定
樹
齢
千
年
の
大
ヒ
ノ
キ
と
記
念
撮
影

○
村
と
企
業
、
ヒ
ノ
キ
を
通
じ
て
交
流
を

　
　
　
　
―
天
然
水
の
森
　
交
流
事
業
―

　
八
月
末
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
（
東
京
都
港
区
）
は
家
具
メ
ー

カ
ー
よ
り
東
濃
ヒ
ノ
キ
製
の
イ
ス
と
テ
ー

ブ
ル
、
カ
ウ
ン
タ
ー
計
七
組
を
購
入
、
本

社
食
堂
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
原

材
料
に
は
、
今
年
三
月
に
締
結
さ
れ
た
協

定
で
「
天
然
水
の
森 

ぎ
ふ
東
白
川
」
と

な
っ
た
新
巣
村
有
林
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
九
月
二
十
九
日
に
は
交

流
事
業
と
し
て
、
本
社
と
木
曽
川
工
場
の

社
員
が
枝
打
ち
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
後
サ
ン
ト
リ
ー
と
村
の
間
で
は
天
然

水
の
森
協
定
の
活
動
と
し
て
、
森
林
整

備
・
保
全
活
動
な
ど
の
自
然
を
守
る
活
動

や
交
流
が
行
な
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

○
次
の
世
代
が
学
ぶ
戦
争
の
記
憶

　
ー
小
学
六
年
生
　
平
和
祈
念
館
見
学
ー

　
九
月
十
七
日
、
小
学
六
年
生
二
十
一
人

が
平
和
祈
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
児
童
は

館
内
に
展
示
さ
れ
た
戦
争
資
料
の
数
々
を

真
剣
に
、
と
き
に
悲
し
そ
う
な
顔
で
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
祈
念
館
に
は
村
の
戦
没
者
遺
族

や
帰
還
軍
人
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

遺
書
・
遺
品
な
ど
約
八
百
点
が
収
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
全
館
内
に
戦
没
者

二
百
二
十
四
名
の
遺
影
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
見
学
者
に
戦

争
が
ど
ん
な
に
悲
惨
な
も
の
か
を
物
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
館
は
、
こ
れ
か
ら
も
戦
争
と

い
う
史
実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
重
要

な
役
割
を
担
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
淹い

れ
方
一
つ
で
よ
り
美
味
し
く

　
―
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
―

　
現
在
白
川
町
と
村
の
美
濃
白
川
茶
関
係

者
に
よ
る
消
費
拡
大
を
目
指
し
た
「
お
も

て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
九
月
十
九
日
に
は
こ
の
関
係
者

を
対
象
に
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
が
開
か

れ
、
白
川
町
・
東
白
川
村
の
茶
生
産
組
合

を
中
心
に
四
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
説
明
を
行
な
っ
た
の
は
美
濃
白
川
茶
商

会
会
長
の
鈴
村
雄
二
さ
ん
。
実
習
で
は
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
、
急
須
に
お
湯
を
注
い
だ

後
の
待
ち
時
間
に
よ
る
味
の
違
い
を
検
証

す
る
た
め
、
六
十
秒
と
四
十
秒
に
分
け
飲

み
比
べ
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
待
ち
時
間
六
十
秒
の
も
の

が
渋
み
が
強
く
な
り
、
参
加
者
は
二
十
秒

の
差
で
味
に
大
き
く
違
い
が
出
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

ヒノキ製品が設置された食堂

資料に見入るこどもたち

美味しい淹れ方を実践中

� できごと情報



○
華
麗
な
歌
舞
伎
絵
巻

　
　
―
第
三
十
六
回
郷
土
歌
舞
伎
公
演
―

　
恒
例
の
歌
舞
伎
公
演
が
九
月
十
六
日
、

は
な
の
き
会
館
で
開
か
れ
多
く
の
観
客
が

集
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
小
学
六
年
生
の
「
浮
世
柄
比

翼
稲
妻
」
、
村
で
は
初
演
の
「
碁
太
平
記

白
石
噺
」
、
小
中
学
校
の
先
生
が
中
心
の

「
白
波
五
人
男
」
「
奥
州
安
達
ケ
原
三
段

目
」
の
四
外
題
が
上
演
さ
れ
、
観
客
か
ら

威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
か
か
り
多
く
の
お

ひ
ね
り
が
飛
び
交
う
中
、
そ
れ
に
応
え
る

よ
う
な
熱
演
が
続
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
演
さ
れ
た
外
題
の
中
で
「
奥

州
安
達
ケ
原
三
段
目
」
は
九
月
三
十
日
に

可
児
市
で
行
な
わ
れ
た
第
二
十
回
飛
騨
美

濃
歌
舞
伎
大
会
で
も
上
演
さ
れ
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

○
雨
天
の
中
で
ご
み
拾
い

　
　
　
　
　
　
　
―
秋
の
河
川
清
掃
―

　
観
光
協
会
が
主
催
す
る
秋
の
河
川
清
掃

が
九
月
二
十
三
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
の
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
清
流
白

川
で
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
が
見
受
け
ら
れ
る
の
が
現
状

で
す
。
白
川
の
景
観
保
全
の
た
め
、
毎
年

河
川
清
掃
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
雨
天
で
し
た
が
、
村
民
の

皆
さ
ん
は
合
羽
姿
や
傘
を
片
手
に
清
掃

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
参
加
者
は
総
勢

二
百
七
十
九
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
日
に
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
総

量
は
、
可
燃
ゴ
ミ
が
二
百
七
十
㌔
、
ガ
ラ

ス
が
十
㌔
、
金
物
が
四
百
㌔
と
な
り
ま
し

た
。

○
災
害
に
備
え
て
生
活
体
験

　
　
　
　
　
　
―
避
難
所
体
験
訓
練
―

　
村
で
は
九
月
二
十
九
日
に
中
学
校
体
育

館
で
避
難
所
体
験
訓
練
を
行
な
い
ま
し

た
。
第
一
回
の
こ
の
日
は
村
内
の
希
望
者

や
民
生
委
員
、
そ
の
他
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を

合
わ
せ
約
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
避
難
所
生
活
で
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
間
仕
切
り
を

組
み
立
て
、
十
～
十
五
分
ほ
ど
で
四
畳
半

の
空
間
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
レ

ト
ル
ト
食
品
に
よ
る
夕
食
を
摂
り
な
が

ら
、
県
の
防
災
士
や
可
茂
消
防
事
務
組
合

の
職
員
に
よ
る
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
今
回
得
ら
れ
た
各
所
要
時
間
な
ど
の

デ
ー
タ
や
様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
、
実
際

の
避
難
所
開
設
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

　

○
家
族
で
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
進
む

　
　
　
　
　
―
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
―

　
ぎ
ふ
清
流
国
体
デ
モ
ス
ポ
行
事
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
九
月
三
十
日
に

は
な
の
き
会
館
を
中
心
に
行
な
わ
れ
、
家

族
や
子
ど
も
会
な
ど
村
内
外
か
ら
二
十
九

組
、
約
百
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
台
風
十
七
号
の
接
近
に
よ
り
内
容
を
一

部
変
更
し
て
の
競
技
で
し
た
が
、
コ
ー
ス

に
設
置
さ
れ
た
問
題
を
解
い
た
り
、
観
察

ゾ
ー
ン
で
真
剣
に
観
察
す
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
村
の
特
産
品
「
と
ま
と

の
ま
ん
ま
」
の
試
飲
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
優
勝
は
、
美
濃
加
茂
市
の
渡
辺
さ

ん
一
家
「
Ｇ
・
Ｆ
・
Ｗ
」
チ
ー
ム
と
な
り

ま
し
た
。

間仕切りを組み立てる参加者

課題に取り組む親子

夏の間にこれだけのゴミが…

「奥州安達ケ原三段目」の一場面

ひがししらかわ�



子育てママの会　11 月開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

○が開館日です

お知らせ

最低賃金が時間額 713 円になりました
　岐阜労働局により、「岐阜県最低賃金」が
10月1日から時間額713円に改正されました。

（改正前：707 円）
　最低賃金は正社員やアルバイトなどの雇用
形態に関係なく全ての労働者に適用されます。
通勤手当や家族手当、ボーナスなどは対象に
なりません。
　支払われている賃金が最低賃金額を下回っ
ている場合、その契約は無効となり、
最低賃金額を支払わなければなりません。
お問合せ…
岐阜県労働局労働基準部賃金室
℡：058-245-8104

県内全ての労働者の皆様へ

 親子で力を合わせてクッキー生地を作り、ク
リスマスのオーナメントに仕上げます。
日時…12 月 15 日（土）　13：00 ～ 15:00
場所…川辺町中央公民館　調理室
対象…美濃加茂市、坂祝町、富加町、川辺町、
八百津町、七宗町、白川町、東白川村在住の
親子
参加料…1 家族 300 円
持ち物…エプロン、三角巾、ふきん、マスク
申込期限…11 月 30 日
お問合せ・申込み先…
　役場総務課行政係　℡：78-3111（内 231)

事業主の皆様へ
改正育児・介護休業法について

従業員数 100 人以下の事業主にも適用
　以下について、制度を導入し就業規則など
に記載する必要があります
①育児のための短時間勤務制度…
　　3 歳に満たない子を養育する従業員につい
　て、従業員が希望すれば利用できる、1 日の
　所定労働時間を原則として 6 時間とする短
　時間勤務制度を設けなければなりません。
②育児のための所定外労働の制限…
　　3 歳に満たない子を養育する従業員が申　
　し出た場合には、事業主は、所定労働時間
　を超えて労働をさせてはいけません。
③介護休暇…
　　介護のための休暇を対象家族 1 人であれ
　ば年に 5 日、2 人以上であれば年に 10 日ま
　で取得することができます。
お問合せ…
岐阜県労働局雇用均等室
℡：058-245-1550

美濃加茂定住自立圏男女共同参画推進講座
クッキーでクリスマスオーナメント作り

イベント用品を整備しました
　平成 24 年度宝くじの助成を受け、ワンタッ
チテント 5 張、テーブル 20 台、イス 80 脚、
枝打ちはしご 50 脚、チェンソー１台などを整
備しました。各地区のイベントなどにご活用
できます。
お問合せは役場産業建設課（78-3111）まで

　　　　　　ワンタッチテント



       　9/1

　～ 9/30

( 敬称略 )

○誕生おめでとうございます

　今井潤哉（修輔・朝美 / 下野）

○お悔やみ申し上げます

　安江公平　　　88 歳（平）

　古田なか　　　95 歳 ( 上親田 )

　樋口晋吾　　　65 歳 ( 中谷 )

ありがとうございました
9/1 ～ 9/30

( 敬称略 )

【東白川村】

■医療・福祉部門

金 20 万円…安江峰子、安江敬（平）

洗剤…安江勝代（下親田）

洗剤…匿名

■保育園指定寄付

未満児用おしりふき 12 パック…

　　　　　　　　　　　竹本勤（平）

【社会福祉協議会】

金 20 万円…安江峰子、安江敬（平）

寝巻、清拭布…島倉淑子（下親田）

清拭布、袋…茶庵堂クラブ

清拭布…

わかば会、東白川村華道クラブ

古切手…樋口美佐枝（西洞）

古切手…匿名

戸籍の窓

加茂医師会　11 月の休日診療のご案内　（診療時間 ：午前９時～午後５時）
日付 曜日 当番病医院 住所・連絡先（市外局番 :0574-） 医師

3 土 田原医院 加茂郡川辺町中川辺 1544       　　℡：53-5588 田原眞
4 日 木沢記念病院　　　　　　　　 美濃加茂市古井町下古井 590　　   ℡：25-2181 伊佐治慶洋
11 日 野尻整形外科　　　 美濃加茂市太田町 1887-2　 　 　　℡：25-3500 野尻肇

18 日 岐阜健康管理センター　 美濃加茂市西町 1-292　             　℡：28-8899 益田雄一郎
23 金 黒岩内科小児科クリニック 美濃加茂市太田本町 2-6-18  　　　 ℡：26-0525 黒岩正樹
25 日 太田メディカルクリニック 美濃加茂市太田町 2825                 ℡：28-2220 佐々木裕茂

ひのき 13cm 以下小丸太…平均単価 /8,700 円
ひのき 14cm 以上…平均単価 /20,500 円　高値 /106,000 円
すぎ…平均単価 /9,600 円　高値 /20,300 円
赤まつ…平均単価 /6,500 円　高値 /9,000 円

総取扱量 /656 ㎥　総販売高 /1138 万 1 千円

東白川森林組合月末報告　第 651 回共販会

　つっちー・のこりん参戦中！
　現在、インターネットの投票
で全国のご当地キャラクター日
本一を決める「ゆるキャラグラ
ンプリ 2012」が開催され、600
を超えるゆるキャラたちが人気
を競っています。
　
　村からも「つっちー・のこりん」
がグランプリに参戦しました！
　皆さんの投票をお待ちしています！
URL：http://www.yurugp.jp/index.php
※投票にはメールアドレスを使用します。
※パソコン及びスマートフォンは専用IDの登録が必要です。
上記 URL 内の「投票 ID 登録」から手続きをしてください。
ご不明な点は以下のお問合わせ先までお願いします。
お問合せ…役場産業建設課林務商工係
　　　　　　　℡：78-3111（内 270）

ゆるキャラグランプリ 2012
皆さん応援をお願いします！

　高校、大学、専門学校などへの入学時、在学中にかかる
費用を対象とした、公的な融資制度です。

ご融資額…学生１人あたり 300 万円以内
利率…年 2.65%（母子家庭の方は 2.25%）
ご返済期間…15 年以内

（交通遺児家族、母子家庭の方は 18 年以内）
用途…入学金、授業料、教科書代、アパート・マンション
の敷金、家賃など
返済方法…毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
※この他東日本大震災により被害を受けた方に「災害特例
措置」を実施しています。
　詳しくは下記にお問い合わせください。
お問合せ・申込み…教育ローンコールセンター
　℡：0570-008656（ナビダイヤル）または 03-5321-8656

国の教育ローンをご活用ください

御寄付
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／
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委
員
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■
印
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／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

－9月末住民登録人口から－

世帯数 ………  868世帯
人　口 ………2,655人
(男 1,275人　女 1,380人)

転　入 ……………  5人
転　出 ……………  6人
出　生 ……………  1人
死　亡 ……………  4人

先月と比較して　 4人減
昨年と比較して　37人減

開催日：11 月 18 日（日）　9：00 ～ 15：00　　　会場：はなのき会館周辺
テーマ「自然いきいき　人のびのび　ようこそ美しい村東白川へ」　

秋フェスタ開催のお知らせ

　

俳
　
句

小
刻
み
に 

空
中
舞
い
ぬ 

秋
茜
　
　
　
　
　
　
安
倍
　
栄
香

　久
に
聞
く 

左
の
耳
に 

虫
の
声
　
　
　
　
　
　
安
江
と
く
よ

薄
紅
の 

コ
ス
モ
ス
咲
き
て 

風
通
る
　
　
　
　
安
江
と
み
子

朝
焼
け
に 

又
も
や
雨
か
と 

眉
ひ
そ
む
　
　
　
村
雲
と
も
こ

　老
い
て
な
お 

立
つ
秋
風
に 

夢
を
の
せ
　
　
　
村
雲
　
春
子

（
あ
け
ぼ
の
俳
句
の
会
）

　
恒
例
の
文
化
展
と
芸
能
発
表
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

文
化
展
で
は
、
俳
句
や
短
歌
、
手
芸
、
生
け
花
、
写

真
な
ど
文
化
協
会
員
の
作
品
に
加
え
、
小
中
学
生
や

一
般
応
募
の
絵
画
な
ど
の
展
示
を
行
な
い
ま
す
。

芸
能
発
表
は
、
踊
り
や
民
謡
、
詩
吟
、
三
味
線
な
ど

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

期
日
／
十
一
月
二
日(

金)

～
三
日(

土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
芸
能
発
表
は
三
日
の
み

会
場
／
は
な
の
き
会
館

問
合
せ
／
東
白
川
村
教
育
委
員
会
（
７
８
︲
３
１
１
１
）

東
白
川
村
文
化
祭

編 

集 

後 

記

　
以
前
、
新
聞
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
コ
メ
ン
ト
を
読
み
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
日
本
人

は
も
っ
と
先
祖
に
感
謝
す
る
べ

き
だ
。
世
界
に
出
る
と
、
日
本

は
と
て
も
豊
か
で
、
い
い
国
だ

と
実
感
す
る
。
そ
れ
は
昔
の
人
々

が
築
き
上
げ
て
き
た
か
ら
こ
そ

で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
努
力

の
お
か
げ
で
今
の
平
和
な
暮
ら

し
が
で
き
て
い
る
。」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　
普
段
何
気
な
く
生
活
し
て
い

る
と
、
悪
い
事
ば
か
り
が
目
に

付
く
事
が
多
い
で
す
。

　
個
人
や
地
域
な
ど
い
ろ
ん
な

問
題
や
悩
み
も
あ
り
ま
す
が
、

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
取
り
組
む

姿
勢
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

（
Ｙ
）

・バーべキューコーナー
・商工会うまいもんバザー
・観光協会「居酒屋　はなのき」
・五平もち、へぼ飯、朴葉寿司　など
・村特産トマトバーガー
・お茶あんみつ、ぜんざい
・絶品まぐろの中落ち丼
・お祭り定番　焼き鳥、牛串、

たこやき、ラーメン　など

・即売会（農産物品評会後 12：30 ～）
・農家の八百屋さん・白川田舎漬け
・東白川産飛騨牛　・黒川物産販売
・白川茶、とまとのまんま　その他 ...

多数の東白川村特産品
・自衛隊グッズ　
・プレミアム付つちのこ商品券

ステージイベント
・特別出演　黒川箱岩太鼓
・桧茶太鼓
・商工会女性部　ドリーム抽選会
・リサイクル自転車抽選会
・めぐみの農協の感謝くじ餅投げ
・中学生ブラスバンド
会場内イベント
・農産物品評会
・美しい村フォトコンテスト

イ
ベ
ン
ト

・チャレンジランキング in 東白川
（豆つまみ皿移し、割り箸ダーツ　他）
・スタンプラリー
　（完走者にはもれなく景品を贈呈）
・林業機械で巨大積木ゲーム　など

グ

ル

メ

お
買
い
物

遊
　
び

○問合せ　秋フェスタ '12 実行委員会
　　　　　　（役場産業建設課農務係）
　　　　　　℡：78-3111（内：260）


